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Abstract 
This paper deals with the diffracted sound field around a rectangular enclosure theoretically and 
experimentally， which has one or two apertures and contains sound sources inside. The sound pressure 
level distribution in the diffracted sound field has been computed based on Pierce's approximate expres-
sions for sound diffraction over a single wedge or a three-sided semi-infinite barrier with two edges， and 
actually measured by the photographical sound visualization method used as a trial. In the computation， 
it is assumed that the sound radiation from an aperture can be expressed by a point source or distributed 
ones accordsng to lower or higher frequencies. Based on these results， the applicability of the approximate 
expressions is examined to the estimation of the diffracted sound field around actual enclosures 
The results may be summarized as follows : (1) When the distances from each edge to adjacent edge， 
source and observation point are larger than one third wave length， the computed results by Pierce's 
approximate expressions are in good agreement with the experimental results. (2) The complicated 






































る。各エッジ間距離を図示のように W12(= W21) 
国一 l 無限長の四角柱と記号の定義
のように表わし，各エッジのくさび部の外角を必(j=1-4)と表わす。さらに座標系として，
各エッジを z軸とする 4つの円筒座標を考え，音源と観測点との位置を，例えばエッジ E1につ
いて (rst， (}st， zs)及び(九(}t， z)のように表わす。 Kellerの幾何光学的回折理論によれば，
エッジから音源及ぴ観測点までの距離が十分大きしかっ，エッジ聞の距離が十分大きいとき
は，すなわち波長定数を hとして，次の式(1)の関係が成り立つとき，
















+η(s4 -884) {η(s4 -84)φHη(β'1 -81) CÞ~1 十 η (ßs- 83 ) φ~3} 
(1 x とO
ただし， η(x)= ~ 










Lj二 j( rSJ十 rj)2十(Z-Z8)2 (4) 
また， 1-うは回折の寄与を表わす関数で，第 1近似式及び第 2近似式として，それぞれ式(5)，式
(6)のように表わされる O




民(r 5j， 8 Sj， r j， 8 j， B ) 三土 1 γ[{l十B・，dj(8j θsJ} J2 J[Xj(ハハ
×πWj( 8j -8sj)' AD{ B. Wj( 8j θSj)}-，dj(8j θsj ) ] 
(6) 
式(5)，式(6)における関数Ao，Xj， W;， L1 jは以下のように表わされる。 B項については次節で
述べる O
An{x} =βf:rfU1jy-1「 du
= sgn( x ) {j( 1x 1 )ー な(1 x 1 )} (7) 





一一 1古 (1d晶子}for Ixlミ0.8
Af){x} =sgn(x)吋-41hf而)}.1一一
σ{0.5 工3qX九1.98} for Ixl<0.8 
ここでは o壬x豆∞の範囲で成り立つ次のような近似式5)すなわち，式(9)，式(10)を用いて音場
の計算を行なう。
1 +0.926 x f (x) = (9) 
g (x)=1 
????
式(9)，式仰)はともに， 0 豆x~∞の範囲で誤差 ε (x) が， 1ε(x )1壬2X 10-3となる近似式である。
式(8)では x壬0.8の場合，f (x)について |ε(x)1く 5x 10ー へまた g(x)について |ε(x)I<9X
10-3 となり，式(9)及び式(10)による方が精度がよい o x>0.8の場合にはf(x)，g(x)とも |ε(x)1 
< 1 X 10-3 となっており，式(8)の方がや〉精度がよい。しかし，式(8)による計算結果と式(9)及
び式(10)による結果とではほとんど差はみられない。




Jνj( 1-COSlノjJ[COSlノj8)1/2 (12) 
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エンクロージャ周囲の回折音場の計算方法とその適用条件







2π となる厚みのない半無限障壁のとき一致する。また，式(14)に表わされる rjが，rj> 1かつ












1， -3となるときは， αjニ sj， αl=0の値をとる。また，左回りの場合，すなわち，1-j=-l，
3となるときは， αjニ 0，txl=βtとなる。引数Bj及びBlは第 1近似式(5)を用いる場合には Xj
について，また第 2近似式(6)を用いる場合には Wjについて，
Bj=旦jl，B1= 1 for Ixjl豆Ixt!W科医Iwt!)
島=1， Bl二 ιfor Ixjl>IXll(iWjl>IWII) 
??
と表わされる。ここに，Bjl は次式(18)により表わされる。









































































































3150 Hzに対して krSj=11. 65となり，また， 6300 Hzに対してはわsJ二 23.27となり，式(1)の
条件の krSj>1は十分満足されていると考えられる。放射面の長辺をエッジとするような回折
波に対しては，それぞ、れk九二8.74，17.45となっている。























5PL d目 、:・ ・ ， 
315Hzの純音による 1面放射モデっし周囲の音圧レベル分布






































折波に対して，krsj= l. 37となり，また長辺をエッジとする場合には，krsj= l. 02となり， 1面
放射の場合よりも大きな値となっている o なお 1面放射の場合の後者の値は 0.87となってい




示している O この場合 2つのスピーカ入力に多少の差がみられるため 2つの円孔から等距
離の対角面に対する対称性がや、くずれている。計算と測定とによる結果を比較すると，全体
的にかなりよく一致していることがわかる。500Hzに対して放射面の短辺をエッジとする回折
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よる条件，すなわち，k九j，krj， kWjt> 1について考察する。エンクロージャモデルでは Wjt>
~となっているため，krsj> 1及び krj>1の条件について考える o わ~Sj については 500 Hz以
上の周波数に対する結果から，krsj> 2としてよいと考えられる。また，測定点とエッジとの距
離 rjについての条件hη>1については，図 10-図 14の結果から明らかなように，実際に
は ηがわずか数cmの距離の場合でも計算値と測定値とがよく一致している。これらの結果か
ら考えると，式(1)の条件は少なくとも次式(19)が成り立てば十分で、あると考えられる。すなわち，
kκsj， krj， kWjl> 2 (19) 
波長を λで表わすと h二 2π/λ であるから式(19)は式側のように表わすこともできる。
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